
検印 担当主任担当

縮尺

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

担当 担当 工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

設　　　計

１級建築士登録第 号

加　賀　沢　香

３２８６４０

株式会社

２５７２－００

Ｒ８．３

七戸養護学校太陽光発電設置移設工事

七戸養護学校太陽光発電移設工事

設計図

タイトル、図面リスト

Ａ－０００
N S

新田加賀沢加賀沢

図面番号 図面名称

Ａ－０００ タイトル、図面リスト

案内図、配置図

外構詳細図(1)　太陽光パネル基礎、フェンス

外構詳細図(2)　太陽光パネル架台

仮設計画図

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

Ａ－００３

Ａ－００４

Ａ－００５

Ａ－００２

Ａ－００１-１

Ａ－００１-２

Ａ－００１-３

Ａ－００１-４

特記仕様書（構造関係）（１）

特記仕様書（構造関係）（２）

図面番号 図面名称

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

工事区分表

構内配線路図

幹線設備系統図

電灯・コンセント設備図

特記仕様書

案内図



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社

２５７１－００

Ｒ８ . ３

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事

N S特記仕様書（１）

Ａ－００１－１
新田加賀沢加賀沢

□Ｇ

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

1.工事場所

特記仕様書（構造関係）による

・ 足場等

・A種　適用場所（　　　　　　）　

・B種　適用場所（　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　）　土質（　　　　　　）　受渡場所（　　　　　　）　

(2.2.4)

4.指定部分　　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築

Ⅱ.建築工事仕様

・ 材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　 ）図による。

 (1.4.2)

4) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

 (1.4.1)

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

　 る。

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

・D種  適用場所（    　　　　）

・材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

    工事編）令和4年版」（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書のうち、○を付けたものを適用する。

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

1

各
章
共
通
事
項

章

　　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・ 適用区分

2

仮
設
工
事

・ 埋戻し及び盛土

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

種別

(3.2.3)
3

土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする）

4

～

8

7

4章　地業工事

5章　鉄筋工事

6章　コンクリート工事

7章　鉄骨工事

ウト材、乾式保護材、既製調合モルタル(タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、

吸水調整材、錠前類、クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、

重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリー

アクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた 

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の「

（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイド

ラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据

置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下「標準詳細図」という。）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

工事特記仕様書七戸養護学校太陽光発電設備移設設計

青森県上北郡七戸町蛇坂　地内

(1) 外構　　

新設　　一式　　①囲障　　　    ｲ)ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

　　②砂利敷き 一式

一式

一式(3) 電気設備（別図仕様書による）

26,334.00　m2

・ 移動間仕切

・ 可動間仕切

(20.2.4)

(20.2.3)

・ フリーアクセスフロア (20.2.2)

パネル内に取付ける建具

寸法精度 

パネルの長さの寸法精度

・以下による

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

  補強する

パネル材料のホルムアルデヒド放出量

パネルの平面形状（角度）の寸法精度

フリーアクセスフロアの高さの寸法精度

・図示による

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節

の建具用金物に対応する材質とする。

帯電防止性能

・評価値（U）≧0.6以上

感電防止性能

　漏えい抵抗（R）≧1×10?Ω

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

施工箇所 構法 寸法（mm）
高さ

耐震性能 所定荷重 表面仕上材 備考
（mm）

・置敷式

・支柱

　調整式

・500×500 ・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

・評価値（U）≧1.2以上　　

構造形式による種類
構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ
パネル表面仕上げ

遮音性
防火性能

(dB/500Hz)

・スタッド式(内蔵）

・スタッド式(露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

・有り（※図示による　　・　　　　　　）

・無し

走行方向
操作方法に パネル圧接装 総厚さ パネル表面材

材質 仕上げ

遮音性

よる種類 置の操作方法 （mm） (dB/500Hz)

・平行方向 移動式

・二方向 移動式

・手動式 

・電動式 

・部分電動式 

・ﾌﾟｯｼｭ式 

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 

・

・鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・

・36未満

・36以上

※F☆☆☆☆　　

パネルをランナに取り付ける部品 

※ランナに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

・

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

・ トイレブース (20.2.5)

ハンガーレール及びランナ 

・

※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナ数で除した値に対して、耐力及び

　変形量が使用上支障のないもの

・ 手すり (20.2.6)

表面材の材料
脚部

種類

ドアエッジ

材質

・メラミン樹脂系化粧板 

・ポリエステル樹脂系化粧板 

・

※幅木タイプ

・

※製造所の仕様による

・アルミニウム製 

・ステンレス製

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

・集成材 ・35程度

・45程度

・

・

・ビニル製

手すりの握り部分

・35程度

・45程度

・

材料の種類及び仕上げ

・SUS304　表面処理　※HL程度　　

・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　　　）種）

・アルミニウム 表面処理　（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　　　）種）

　　　　　　　　　　　    色合い　・標準色（　  　　　）　・特注色（　　  　　）

(品質・性能は別表による）

(品質・性能、試験方法は別表による）

・クリアラッカー

（材種：　　　　　　）

誘導標識、非常用進入口等の表示

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

※消防法に適合する市販品　　

・ 煙突ライニング

・

(20.2.13)

・ 黒板及び

　 ホワイトボード

・ 鏡

厚さ（mm）

寸法（mm）

(20.2.10)

　(20.2.11)

(20.2.9)

取付け箇所（　　　　　　）

・黒板　

区分

種類

色

・ホワイトボード

衝突防止表示・ 表示

適用安全使用温度

※焼き付け　　

・鋼製黒板

・ほうろう黒板

・

※ 緑 　 　

・図示による　　

※ 5　 　

※図示による

　形状・寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　材質　　　（ ・ステンレス製　　・　　　　　　）

・設置しない

(案内用図記号はJIS Z 8210による)

・ タラップ  　(20.2.12)材質及び仕上げ

・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 

・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 

（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

工法

※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )

・

・設置する　（設置場所：※図示による　　・　　　　　）

・ 階段滑り止め 材種

端部の形状

・ステンレス製

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・

形状

・フラットエンドあり

・フラットエンドなし

・埋込み工法

※接着工法

(20.2.7)

・タイヤレス型 

寸法(幅)

取付け工法

・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

・ ロールスクリーン

　(20.2.14)

　(20.2.15)

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

縦型ブラインドのスラットの材質

形式 操作方法 操作方法の種類 ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 幅・高さ

の材種 取付箇所 

・横形

※ギヤ式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製・ｺｰﾄﾞ式

・・操作棒式

※25 ※鋼製
・図示に

　よる

・
・電動 　　　 －

・・

・縦形
・手動

※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・1本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
・図示に

　よる

・・電動 　　　 －
・100 ・

スクリーンの仕様

操作方法
幅・高さ

品質等スクリーンの材種

・コード式

・スプリング式 ・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

・図示に

　よる

・

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

・電動式

その他の材料

※製造所の仕様 

取付箇所 

・

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

・ ブラインド

・手動

・ カーテン (20.2.16)

形式 ひだの種類
生地の種別、 取付け

備考開閉操作
品質、特殊加工等

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・つまみひだ

・箱ひだ、片ひだ

・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

・図示に

　よる

・

箇所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

※300mm以上

・

生地の仕様

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の(  .  .  )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

xl1,a0.25,sm1,ql,t0;床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラ

(2) その他　　　　　ｲ)太陽光発電設備　基礎

風速（Vo=　３４　m/s）

※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 

※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社

２５７１－００

Ｒ８ . ３

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事

N S特記仕様書（２）

Ａ－００１－２
新田加賀沢加賀沢

・ カーテンレール 材料による区分　　　　　　　　　　　 　(20.2.16)

強さによる区分

仕上げ

形状

※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ ブラインドボックス

　 及びカーテンボックス

溝幅×深さ（mm）

材種

・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による種別

色合い

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

・ 天井点検口

・ 耐震スリット

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

目地

・ステンレス製

※ 10-90　 　

※アルマイト　　

※ 角 形 　 　

・90×150　　 ・120×80

・120×150　　・150×80

・図示による 

・BC-1種　　・BC-2種　　

・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・額縁タイプ ・額縁タイプ 

・600×600 ・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ 

・ ・気密形

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・鍵付き

・600×600 ・屋内用 ・密閉形・ステンレス製

方向 タイプ 耐火性能 備考

・垂直

防水性能

・水平

・完全（全貫通型）

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

目地 内壁 外壁

目地材
・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・

・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）
・スリット幅×深さ10

・

・スリット幅×深さ10

・

・

幅(mm)

・25

・

・25

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

(品質・性能、試験方法は別表による）

・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　

・ 床点検口

・ ・

・ くつふきマット

・ 流し台ユニット

形状

・ 止水板 形式

施工箇所

・ エキスパンション

　 ジョイント金物

・ 旗竿

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

品質・性能

外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。

構成材は、JIS A 4420 の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

・差込式　　・据置式　　・壁張り式

・図示による　　

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304)製

・

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

材種
寸法（mm）

W D
備考

H

・流し台

・1200

・1500

・1800

・550

・600

・650

・800

・850

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

・コンロ台

・600 ・550

・600

・650

・620

・670

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

・つり戸棚 
・1200 ・450 ・500

・700

市販品

・900

・水切り

・1200

　 －

市販品

ステンレス製

・1段式　・ 

・900

・600

　 －

※図示による　　

材種 形式 高さ(m) 操作方法 固定方法 備考

・アルミニウム合金製

・

・テーパー式 ・ハンドル式

・同一断面式 ・ロープ式

・埋込式

・ベース式

・バンド式

材種

・ 車止めさく

・ 旗竿受金物

フェンスの種類

・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

・鋼管フェンス 　

高さ

・ プレキャスト コンクリートの設計基準強度 

・図示による

配筋 　

※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

　 コンクリート

(20.3.3、4)

・図示による 

取付け方法 　

※図示による　　

・ 間知石及びコンクリー

　 ト間知ブロック積み

(20.4.2、3)

積み方

目塗り

材種

厚さ

伸縮調整目地　　

・ステンレス製 (SUS 304)

・

形式 材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

・上下式鎖内蔵式
・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・

・ ・

・

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・間知石

材種 種類 質量区分 備考

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・B

・A

　　 － 　　 －

　　 －

※谷積み　・布積み 

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

・ フェンス

・図示による　　

・

材種・ 洗面カウンター

・ 屋内掲示板

奥行き(mm)

表面の材質

・ 鋼製書架及び物品棚

枠の材質

・

施錠

照明器具

・ 収納家具

・ 屋外掲示板

・固定式

降下機構

・ 防煙垂れ壁

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法

製造所

種類 規格等 JISによる種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039 の規格による

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種

※アルミニウム製

・

※塩ビ発泡シート張り

・

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

・ 人工大理石　

・約450　　・約600

材質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備考

※ 網入り磨き板ガラス ※6.8

・ 線入り磨き板ガラス

※500 アルミ製枠付き

・ ・

・可動式

種類 材質 高さ(mm) 備考

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※500

・800

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

・ 　・可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

※500

・800

表面仕上げ

　※ 天井材張り

・

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※有り　　・無し

※有り　　・無し

※図示による　　

※F☆☆☆☆　　



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号

号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社 Ｒ８ . ３

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事２５７１－００

N S特記仕様書（構造関係）（１）

Ａ－００１－３新田加賀沢加賀沢

4

地
業
工
事

・支持地盤等

・杭基礎

・直接基礎

種類地業

・ 既製コンクリート杭

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

杭径

杭先端部形状　　

杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分（種別）、寸法、継手の箇所数等 

備　考
長期設計支

工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭周固定液　　

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法

掘削深さ

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ

杭の継手の工法　　

・機械式継手 （継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・ 鋼杭地業

鋼杭の材料

・

杭の種類、寸法、継手等 

(4.2.2)(4.4.3)～(4.4.6)

特定埋込杭工法

形状　　

・機械式継手 

測定箇所

試験杭の位置　

孔壁の保持状況（孔壁測定）

試験杭

・ 砂利地業

材料

厚さ　　

厚さ　　

設計基準強度　　

スランプ　　

・ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

材料

鉄
筋
工
事

5

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・

・

・ 鉄筋

鉄筋の種類等

(5.2.1)

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使 用 部 位

鉄線の形状等

・ 溶接金網 (5.2.2)

呼 び 径 (㎜)

・ガス圧接　　・機械式継手

・重ね継手　　

継 手 の 方 法部　 位

鉄筋の継手の方法等

その他の鉄筋(　　　　　　　　)

柱、梁の主筋

・ 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

耐力壁の重ね継手の長さ

・鉄筋のかぶり厚さ

軽量コンクリートを適用する場合

耐久性上不利な箇所がある場合（塩害等を受けるおそれのある部分等）

(5.3.5)

最小かぶり厚さ及び間隔

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)

・ 機械式継手

種類

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

試験杭の位置　　

試験杭

(5.3.7)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

工法

溶接材料　　

杭の継手の工法　　

・アーク溶接継手 

備　考

(溶接金網を含む)

建込み時の杭の鉛直度 　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

・捨コンクリート地業

鉄筋の定着長さ

試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・行う

・行わない

位置等　

継手位置

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

(5.3.4)

各部配筋

範囲

範囲

種　類 種類の記号

・溶接金網

・鉄筋格子

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　

・1/100以内　　

・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

・JIS A 5525による　・　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋の加工及び組立 　　

コンクリート杭地業

・ 場所打ち

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・ 100㎜ 　 　

※高炉セメントB種　　　　　　 

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法

構造体強度補正値

・A種　　・B種　　・評定等の評価内容による 

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・評定等の評価内容による 　　

※50㎜　　・　

※ 18N/㎜　　

※15㎝又は18㎝　　・　　

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　

・ A級 　 　

・処理しない

耐力壁の鉄筋 ・重ね継手　　

・アーク溶接継手　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

併用する工法

・図示による(　　　　　　)　　

・使用する　　・使用しない

工法

セメントの種類　　

建込み時の杭の鉛直度 　　

・

寸法等

・ 各部配筋

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・図示による(　　　　　　)　　

・

・図示による(　　　　　　)　　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

・図示による(　　　　　　)　　

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・処理しない

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下 

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による（　　　　　　）　　

範囲

試験杭の位置　　

試験杭

・図示による(　　　　　　)　　

工法

工法

・図示による(　　　　　　)

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　・図示による（　　　　　　） 

(mm)

上杭

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

2

本　杭

試験杭

軸径

(mm)

拡底径

(mm)
備　考

・図示による(　　　　　　)　　

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・SD295

・SD345

・

鉄筋の種類

備　考

ｾｯﾄ数
厚さ

(mm)

溶接材料　　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

継手数
種類 コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(mm)

中杭

下杭

載荷試験の方法

・地盤工学会基準　JGS 1521による　　

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭径

(mm)
ｾｯﾄ数

板厚

(mm)
継手数

杭長

(mm)

備　考
長期設計支持力

ｾｯﾄ数
杭長

(mm)

・3N/?　・評定等の評価内容による 

・ 溶接継手

適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　

・ A級 　 　

・図示による(　　　　　　)　　

・・ 地盤改良工法 種類及び施工方法等

・図示による（　　　　　　）　　

・溶接継手　　・重ね継手

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

・

2

圧接完了後の圧接部の試験

・ ガス圧接継手 

※超音波探傷試験　

・引張試験

(5.4.10)

（kN/本）       

※評定等を受けた工法

※評定等を受けた工法

鋼管巻き材料　　

・SKK400　　・SKK490　　

・

試験の位置、載荷荷重

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

杭の支持層への根入れ長さ 

・図示による(　　　　　　)　　

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※重ね継手

・

スランプ

・18cm　 ・21cm 

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

(5.5.3)(5.5.5)

 (5.6.3)(5.6.5)

重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　　）　　

・

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　)　　

試験方法等　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)①～⑥による　　

・ねじ式鉄筋継手
種別

・ 鉄筋の定着

機械式定着工法

・適用する

・図示による（　　　　　　）　　

種類

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定

・篏合グラウト固定　　

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法とする

必要定着長さ

※評定等の評価内容による

補強筋形状

※評定等の評価内容による

充填方式

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　

・端部ねじ加工継手

・

・モルタル充填式継手

工法

※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき

※評定等の評価内容による

品質の確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

不合格となった場合の措置

・

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　

試験方法

・評定等の評価内容による　　

・超音波測定試験

試験項目

※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定方法及び

　判定基準）による

鉄筋相互のあき

・標準仕様書5.3.5(4)による

・評定等の評価内容による

・図示による(　　　　　　)

施工完了後の溶接部の試験

施工完了後の継手部の試験

・外観試験

不合格となった場合の措置

試験対象

※全数

試験項目

・評定等の評価内容による　　

試験方法

・評定等の評価内容による　　

・超音波探傷試験

試験方法

※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び判定基準）

・外観試験

・

(4.6.2)(4.6.3)

砂利　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石

(4.6.4)

(4.6.2)(4.6.5)

主筋の基礎底盤への定着長さ

・図示による(　　　　　　)　　

かぶり厚さ

品質確認

※評定等の評価内容による

検査

※評定等の評価内容による

※評定等の評価内容による

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※挿入長さ

試験方法

試験項目

試験対象

・抜取り

ロット

・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする。

・

試験の箇所数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

・全数

※内部欠陥の検出

　による

・地盤の載荷試験（平板載荷試験）

杭施工に伴う発生汚泥の処理　　

・場内で固化処理した後に搬出　　・　　

・図示による（　　　　　　）　　

形状等

・図示による（　　　　　　）　　

支持地盤

・置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート

地業）

・無し

型枠使用の有無

・有り　型枠の使用箇所等は図示による（　　　　　　）

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）　　

・

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(a)(2)及び表3.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）3.1(b)）　　

適用箇所

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図）4.1表4.1）　　

・図示による（構造関係共通事項（配筋標準図））　　

報告書の記載事項

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

上杭

中杭

下杭

持力(kN/本)

本杭を

兼ねる

α=（ 200+135η ）、β=（　5.0　）、γ=（　0.7　）

・図示による(　S-014　　　)　　

※60㎜　　・１５０　

・SD295

・SD345

D10、D13

D19

(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)

(4.2.2)(4.3.1)(4.3.3)～(4.3.6)(4.3.8)

・試験杭(　　　)箇所及び本杭(　　　)箇所　　

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

(4.2.2)(4.5.1)(4.5.4)～(4.5.6)

・1/100以内　　・評定等の評価内容による　　

SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490
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Ａ－００１－４新田加賀沢加賀沢

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・普通コンクリート

・ コンクリートの

・軽量コンクリート

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

(6.2.1)

コンクリートの類別　　

・ コンクリートの種類

(6.3.1)

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

種　類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・ セメント

(6.3.1)

※A　　・B

・ 骨材

・混和剤

・ 混和材料

・ マスコンクリート

セメントの種類

・高炉セメントB種

混和剤の種類

適用箇所　

・ 流動化コンクリート (6.15.1)

・ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

目地寸法

※ 標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)による　　・図示による(　　　　　　)　　

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

(6.2.5)

適 用 箇 所種　別

・A種

・C種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・ 構造体コンクリートの

・ 型枠

せき板の材料及び厚さ

・合板(※12mm　　・　　　)　　　　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

・ＭＣＲ工法用シート

(6.8.2)

スリーブの材種・規格等

・図示による（　　　　　）　

混和剤の種類

※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　

・混和材

※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・ コンクリートの

単位水量測定 実施要領　

・ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 20㎜ 　 　

(6.8.1)

設計基準強度　　

適用箇所　　

・ 無筋コンクリート

スランプ

※15㎝又は18㎝　　

・

打増し厚さ　・20㎜　　

打増し範囲　・図示による（　　　　　　）　　

(打放し仕上げ部)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　　・20mm　　

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　2

※18N/㎜　　

・シリカセメント

・図示による(　　　　　　) 　

・図示による(　　　　　　) 　

アルカリシリカ反応性による区分

混和材の種類

・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・フライアッシュセメントB種

適用箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・混和剤

スランプ

※ 15㎝ 　 　

混和材料

(6.3.1)

(6.13.1)(6.13.2)

(6.5.1)

・ 寒中コンクリート

適用期間

・図示による(　　　　　　)　　

・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

(6.11.1)(6.11.2)

・ 暑中コンクリート

構造体強度補正値

(6.12.2)

2

・

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・2.3程度

・

適 用 箇 所
スランプ

2

設計基準強度 

・

・

※ 2 1 　

・

(cm) (N/㎜ )

気乾単位容積質量

(t/m )
3

・

・

種類

・1種　・2種

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　

構造体強度補正値

・普通ポルトランドセメント

混和材の種類

・混和材

コンクリートの種類

※普通コンクリート　　　

打継目地

打継ぎの位置

※標準仕様書6.6.4(1)による　　　　・図示による(　　　　　　)　　 　　

　 仕上り

適 用 箇 所種　別

・a種

・c種

・b種

使用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

適用箇所

・図示による（　　　　　　）　　

(6.14.1)

フライアッシュセメントA種

・積算温度による

※ 6N/mm　 　

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.3.2による　　　

構造体強度補正値

・

※標準仕様書表6.13.1による　　

　適用箇所(　　　　　　　　　　　　)

※標準仕様書

　表6.2.2による

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

　化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り、

  接着剤による陶磁器質タイル張り

　仕上塗材塗り

　セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り、モルタル塗り、胴縁下地

適 用 箇 所種　別

・a種

・c種

・b種

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

　合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート直均し仕上げ、

  フリーアクセスフロア（置敷式）

　カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

　タイル張り、モルタル塗り、二重床

性能

熱抵抗値を0.73㎡･Ｋ/Ｗ以上を有するもの

コンクリートの打増し厚さ

床型枠用鋼製デッキプレートを使用する場合は、プレートが支持される梁の側面については、

打増しを行うこと。

※ 10㎜ 　 　

施工範囲

※図示による（　　　　　）　　

※図示による（構造関係共通図（構造関係共通事項））　

・ 床型枠用鋼製デッキ

  プレートの梁側面の

  打増し処理

・24

・21

・B種 柱型

　規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

※標準仕様書 6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)による　　

(6.2.1)～(6.2.4)(6.3.2)(6.10.1)(6.10.2)

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)

　フライアッシュセメントA種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｱ)による　　

※標準仕様書 6.13.2(2)(ｲ)による　　
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既存アスファルト舗装　詳細図　　　S=1/10
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配　置　図　　　S=1/500

案　内　図

既存　部分外構図　　　S=1/200
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（２）

物置
（３）

普通教室棟
1FL＝44.610
※工事中

23

普通教室棟（北校舎）

特別教室棟

発電機室

変電設備

普通教室棟（中央校舎）

管理棟

渡廊下１
※耐火

屋体棟

渡廊下２
※耐火

給食施設棟

つつじ畑
物置

（１）

1FL＝44.610

車寄

普通教室棟

普通教室棟（南校舎）

変電設備

【工事概要】

法42条1項1号道路

移設ソーラーパネル

プライムコート　PK-3

凍上抑制層：路盤用砂

路盤：再生砕石(RC-40)

表層：再生密粒度アスファルト（13Ｆ）

撤
去

範
囲

至.青森市

七戸武道館

七戸小

天王神社

七戸城跡

七戸庁舎

七戸職業能力
開発校

七戸警察署

道の駅
しちのへ

讃道館

城北こども園

もみのき学園

七戸広域消防

至 十和田市

七戸病院

国
道
４
号
線

国道394
号線

至 十和田市

道路

歩道

移設ソーラーパネル基礎

道路

歩道

・別途工事にて取り外されている既設の太陽光発電装置を、改めて設置する

・基礎、鉄骨架台ともに新設する

・フェンスは三方新設、道路側は既存のままとする

・電気の供給先は、既存校舎内の校長室、事務室、保健室の三室とする

　　※校長室と事務室には既に供給配線済み

＜留意事項＞

・取り外されている既設装置は、監督員と協議の上で仮置き場所より運搬

　すること

・安全対策を十分に講じること

・工事に伴う諸申請は速やかに行うこと

校舎工事のための仮囲い

既設パワコン

フェンス新設

交通誘導員

アスファルト舗装撤去　109㎡

アスファルトカッター入れ　L=25.4ｍ

地先境界ブロック
＜既存のまま＞

白線消し　L=40.0ｍ

再生砕石敷　t=50、106㎡

耐雪型ネットフェンス　H=1.8ｍ　L=47.8ｍ
　片開扉ｗ1.0ｍ

地先境界ブロック
＜既存のまま＞

既存フェンス　H1000
＜既存のまま＞

既存フェンス　H=1,800撤去
　L=19.5ｍ

アルミ製舗装端部処理材Ｈ50
　L=25.4ｍ

1
8
,
0
0
0

18,000

6,000 5,000

5
0

1
5
0

3
6
0



検印 担当主任担当 担当

縮尺

Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

訂正 工事名
設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社 S=1/50
外構詳細図(1)　太陽光パネル基礎、フェンス

２５７１－００

Ｒ８ . ３

Ａ－００３七戸養護学校太陽光発電設備移設工事

太陽光基礎図 S=1:40(A1)、S=1:80(A3)

柱型リスト S=1:40(A1)、S=1:80(A3)

※既設・新設共通

新田加賀沢加賀沢

新設フェンス 割付図　S=1:100(A1)、S=1:200(A3)

既設フェンス 割付図　S=1:100(A1)、S=1:200(A3)

フェンス扉　正面図　　S=1:20(A1)、S=1:40(A3)フェンス 断面図 　S=1:20(A1)、S=1:40(A3)

コンクリート直均し仕上

D13-@200

D13-@200

上端筋

下端筋

D
1
3
-
@
2
0
0

D
1
3
-
@
2
0
0

上
端

筋

下
端

筋

コンクリート打放し(B種)

コンクリート直均し仕上

設計GL

捨てコンクリート

砕石

F

※　使用コンクリート

基礎コンクリート

捨てコンクリート

D10～D16

※　使用鉄筋

D19 SD345

Fc21　N/mm　　S-18cm

Fc18　N/mm　　S-15cm

2

2

SD295(重ね継手)
主　筋

HOOP

備　考

8-D19

□-D10-@100

断　面

共通事項

既存土留

太
陽

光
ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
寸

法

太陽光ﾊﾟﾈﾙ寸法

太
陽

光
ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
寸

法

太陽光ﾊﾟﾈﾙ寸法

蝶番

胴縁

戸当り付両面回転施錠

φ50.8×2.3

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

スペ－サ－

φ60.5×3.2

φ50.8×2.3

胴縁

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

φ48.6×3.2

（ハイテンション線）

ワイヤメッシュ

GL+0m

備考

凍土深さ30cmとする。

尚、風荷重と雪荷重の組合わせは行わない。

荷重は沈降圧のみとする。

雪 荷 重・・・積雪深さ2.3ｍ以下(雪密度0.3ｔ/m3）

風 荷 重・・・昭和57年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

設計条件

１．外装について

受け金具

・主柱、笠木、押え金具
ジョイント（笠木端ジョイントは除く） ・・・

上高耐候性樹脂粉体塗装
亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの

・ワイヤメッシュ
  胴　　縁

亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装・・・

・笠木端ジョイント
吊り金具

溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂粉体塗装・・・

・ボルト、ナット
溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理とし一部
のボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみ

・・・

胴縁斜視図

（　）内は芯線径を示す。

フェンスパネル斜視図

再生砕石敷　t=50
設計GL-50まで埋戻し

＜工事概要＞

・太陽光モジュール　：　再設置（電気設備工事）

・鉄骨架台　：　新設

・基　　礎　：　新設

・フェンス　：　既存撤去、新設

基礎条件・・・長期許容地耐力 98kN/㎡（10ｔ/㎡）

既存フェンス　H=1,800

周囲新設フェンス
H=1900

2000

≒48
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検印 担当主任担当 担当

縮尺

Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

訂正 工事名
設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社 S=1/50

２５７１－００

Ｒ８ . ３

Ａ－００４七戸養護学校太陽光発電設備移設工事

外構詳細図(2)　太陽光パネル架台

上面・側面図

背面図

S=1：50(A1)
S=1：100(A3)

太陽光パネル架台立面図

※既設・新設共通

正面図

新田加賀沢加賀沢

Ⅲ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

主材

柱材前

柱材後

斜材1

横材

筋かい1

筋かい2

ベース金具

ベース材

モジュール補強材

筋かい3

筋かい4

縦材

斜材2

L-65x65x6

L-50x50x4

L-50x50x4

FB-44x6

H-150x150x7x100

L-100x75x7

L-45x30x3.2

L-65ｘ65ｘ6

L-50x50x4

L-65x65x6

L-65x65x6

FB-44x6

FB-44x6

FB-44x6

部材リスト

※材質　SS400　亜鉛メッキ品

架台仕様
 ・架台本体
   ・材質；SS400
   ・表面処理；HDZ45
 ・附属ボルト類
   ・材質；鋼（SWCH10R相当品）
   ・表面処理；HDZ35

 　　　　　設置地上高　　　H =5m以下（モジュール最頂部）
 　　　　　地表面粗度区分 
 　　　　　用途係数　　　　I =1.0（通常の太陽光発電システム）
 ・耐積雪　設置区域の適用　　多雪区域（長期・短期荷重として積雪荷重を考慮）
 　　　　　地上垂直積雪量　　Zs=160cm

 　　　　　雪の平均単位荷重　P =30N（積雪1cmごとに1m
 ・パネル設置角度　45度

 ・耐風圧　設計用基準風速　Vo=34m／s（青森県上北郡七戸町）
 　　　　　設計用水平震度　k

 ・太陽光発電システムの用途･･･通常の太陽光発電システム
 ・耐地震　地域係数　　　　Z =1.0（最大値を採用）
 　　　　　用途係数　　　　I =1.0（通常の太陽光発電システム）

P =Z×I=1.0

2 につき）

設計条件（JIS C 8955:2011より）

1

2

6

5

14

14

7

3

8

9

5

太陽電池モジュール4段10列
一時取り外し、再利用（いずれも電気設備工事）

M12あと施工接着系
アンカーボルト

12

1

4

10

11

13

4
5°

傾斜角度

1,65710

（1657×10）＋（10×9）=16,660

（1657×10）＋（10×9）=16,660

330 330

500

500

4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,0004,000

（
99
4×

4）
＋
（
10
×
3）

=4
,0
06

10

99
4

95
1

1,000

1,657

5
0
0

3
,
9
9
7

4
,
4
9
7

1
,
1
0
0

1
,
6
0
0

5
0
0

500

2,832

2,100
321.5410.5



検印 担当主任担当

縮尺

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

担当 担当 工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

設　　　計

１級建築士登録第 号

加　賀　沢　香

３２８６４０

株式会社

２５７２－００

Ｒ８．３
A 1 ：１／５００　
A 3 : １／１０００

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事 Ａ－００５
仮設計画図

街
灯

照
明

街
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水
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水
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上
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蓋
2
40
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AS AS

AS

旗

(KBM)

CO

排水

旗

時
計

量水器

直線50ｍ

新田加賀沢加賀沢

仮設計画図（拡大）　　S=1/200

電柱
電
柱

電
柱

電
柱
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階段
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５
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（３）
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道
路
境
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4
0
,
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3

道
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界
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4
3
,
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1
9

道路境界線　131,016

道
路
境
界
線
　
1
7
,
8
6
4

倉庫
（４）

物置
（２）

物置
（３）

23

発電機室

変電設備

変電設備

渡廊下１
※耐火

つつじ畑

1FL＝44.610

車寄

法42条1項1号道路

普通教室棟（北校舎）

特別教室棟

普通教室棟（中央校舎）

管理棟

普通教室棟（南校舎） 屋体棟

給食施設棟

普通教室棟

便所

物置
（１）

普通教室棟
1FL＝44.610
※工事中

法
4
2
条

1
項

1
号

道
路

動線凡例

：来校者・職員車両動線

：児童生徒　外部動線

：施工者動線

仮設計画図　　　Ｓ＝1／500

渡廊下２
※耐火

道路

歩道

：シートゲート　　W5.4ｍ×H4.5ｍ　1ヶ所、３ヶ月

：仮囲い　　成型鋼板H=2.0ｍ　L=34.6ｍ、３ヶ月

校舎工事のための仮囲い

既設パワコン

交通誘導員　３ヶ月

フェンス新設

移設ソーラーパネル

シートゲート

仮囲い

既存フェンス　H=1,800

1
8
,
0
0
0

18,000

5,0006,000



検印 担当主任担当 担当

縮尺

Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

訂正 工事名
設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社

２５７１－００

Ｒ８ . ３

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事 Ｅ－０１
NS

特記仕様書
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３階 １階 １階鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 3,106.02 (6)項のロ 特定の施設七戸養護学校

養護学校
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改設一式
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３４ｍ／ｓ

１１

青森県上北郡七戸町字蛇坂　地内

建物名称 構 造

２．建物概要

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

階 数
地上 地下 塔屋

施設の分類
建築基準法による
延べ面積(㎡)

消防法施行令
別表第一の区分

備 考

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

建物別及び屋外

電灯設備

電気自動車用充電設備
動力設備

工事種目
工　　事　　種　　別

備　　考

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

監視カメラ設備
駐車場管制設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発電設備

拡声設備

中央監視制御設備
火災報知設備

構内通信線路
構内配電線路

４．指定部分 なし
あり 範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日

Ⅱ．工事仕様
１．共通仕様

図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記
仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

２．特記仕様
　特記事項は、●印の付いたものを適用する。
　●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　●印と※印の付いた場合は、共に適用する。○

（以下「標準仕様書」という。）
　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

項　　目

１ ． 適 用 区 分

章

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

２．電気工事士

３．環境への配慮

風圧力

積雪荷重

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）
地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域
別表（　　　　　　　　　　　）

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を

特　　　記　　　事　　　項

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　　関する基本方針（令和５年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「
　　　公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとす

　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に

　　　る。

　行う。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

　　　　　　区分に応じた材料を使用する。

　　　　　　有量が少ない材料を使用する。

　　　　　　加されていない材料を使用する。

　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
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４．機材の品質等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　等の提出を省略することができる。

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

　　　⑤

機　材　名

分電盤

高圧交流遮断器
高圧スイッチギア（PW形）
高圧スイッチギア（CW形）
キュービクル式配電盤

照明制御装置

制御盤

高圧変圧器（特定機器）
高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置

中央監視制御（監視制御装置）

太陽光発電装置
監視カメラ装置

可変速運転用インバータ装置

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）
（ 常 時 イ ン バ ー タ給 電 方 式 （ 簡 易型 ） を 除 く 。 ）

製造業者等名

施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐える
　　方法とする。
　　ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」

　①設計用水平地震力
　機器の重量［ｋＮ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。

設計用標準水平震度

５．他工事との取合い

６．耐震施工

上層階

中間階

地階・１階

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

　１．０

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

　２．０ 　１．５ 　１．５

　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０

　２．０
　２．０

　２．０
　１．５

　２．０
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．０

　１．０
　０．６
　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０
　１．５

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　０．６
　０．６

　　特定の施設 　　一般の施設

中央監視制御装置

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

配電盤
　・重要機器は次のものを示す。

交流無停電電源装置

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

　・水槽類には燃料小出タンクを含む。

　②設計用鉛直地震力

発電装置（防災用）

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

交換装置
直流電源装置
自動火災報知受信機

　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震支持は、施設の耐震安全性の分類に応じたものと
　　　する。

　イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員
　　　に報告する。

　　　　調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位
　　　及びサンプル数は監督職員と協議する。

　　　　調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　③地域係数　　※1.0　　○0.9

　　　型番確認の上、製造者ﾋｱﾘﾝｸﾞ

　　　なお、調査にかかる費用は、　　本工事　　　　別途　　　とする。

本工事で設置する。
　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当
たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立
て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行
専用足場方式により行う。

内部足場
外部足場

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

７ ． ｱｽﾍﾞ ｽﾄ含 有
　　製品調査

８．足場その他

種別
種別
防護シート

脚立、足場板等
Ａ種 Ｂ種

設置する。
Ｃ種 Ｄ種

設置しない。
Ｅ種

Ａ種
材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編 2.2.1　表 2.2.1による。）

仮設間仕切り
種別

種別 Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｄ種 Ｅ種

既設部分の養生
行う
行わない

ビニルシート等（ ）
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９．電源周波数

１０．はつり

１１．非破壊検査

１２．あと施工アンカー

５０ＨＺ
　はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

　イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　
　ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。　

　イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー
　　　　　　　　　　　　　金属拡張系アンカー
　ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験
　　　　　　　　　　　　　施工後確認試験

　機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

　（　接着剤（有機系））
　（　本体打込み式　　）

行う
行う

行わない
行わない

　施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

　　　カーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）は溶融亜鉛
　　　めっき製またはステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアン

１４．既存施設等の復旧

１３．撤去跡の補修

１５．支持金物
　　　・固定金具

１６．既存盤の改修

試験成績書を監督職員に提出する。
盤類の改修前と改修後に関連する器具類、回路等の動作確認試験を行い、

盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

下記盤類の改修等は、製造者等による作業とする。
分電盤 制御盤 受変電盤

照明制御装置
試験成績書を監督職員に提出する。
各機器の個別運転後に下記の設備について総合動作試験を行い、１７．総合動作試験

中央監視制御設備
発電設備

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、

駐車場管制設備
受変電設備

防犯･入退室管理設備
電力貯蔵設備

ＥＭケーブルを使用する。

ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ
　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」によるものとする。

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ

　　　・ケーブル

　　　種類

１８．電線

１９．ケーブルの

２０．厚鋼電線管

　　　可とう管

　　　管路など

２１．合成樹脂製

２２．電線本数、

２３．インサート

－２５とする。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

金属製（ステンレス、新金属も含む）

アルミ製
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

銅合金製

樹脂製

　　　及び位置表示

２５．フロアプレート

２６．接地極の種別

２７．塗装

２４．フラッシプレート

キュービクル、分電盤、制御盤等のキャビネットの仕上げ

製造者の標準色仕上げとする。

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとし、それ以外は製造者の

標準色仕上げとする。

※

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。
居　室

屋外

（

屋内 （ ）

）

２８．機器取付高さ

　　　基本料金

２９．保温、結露

３０．呼び線

３１．本受電後の

　　　防止

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

外部に面する壁、天井で建築工事でFP版（スタイロフォーム等）打込み

箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM-IE電線を挿入する。

計上しない

計上する（想定契約電力　　kw、想定期間　　ヶ月間）

ネーム付きとする。
アルミ製 樹脂製

１．タンブラスイッチ
２．ＯＡフロア用
　　配線器具の蓋

３ ． ﾊ ｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ
　 　 用 OA ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

４．人感センサ用
　　プレート

特 記 の 無 い ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 Ｏ Ａ ﾀｯﾌﾟは次 の 仕 様 と する 。
　 2Ｐ 15Ａ (接 地 極 付 抜 止 形 )× 4 ｺｰﾄﾞ3ｍ (ﾏｸﾞﾈｯﾄ付 )通 電 表 示 灯 付

照明の人感センサ制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」

　材質：アクリル　　文字：印刷文字

　注意プレート設置室： 便　所（計　　枚）

寸 法 ： W=18 0mm程 度 ,H=5 0mm程 度

（計　　枚）

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」

５ ． ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
　 　 ﾘ ﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

６．ＬＥＤ照明器具

７．照度測定

とする。

一般照明の照度測定箇所は、下記によるものとし監督職員に報告する。
明るさセンサが設置される部屋は、センサ１個につき１箇所以上
明るさセンサが設置されない部屋は、工事全体で計　　　　箇所以上

非常用の照明装置の照度測定箇所は、工事全体で計　　　　箇所以上とし、８．照度測定
　　(非常用の照明装置)

９．分電盤

監督職員に報告する。

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
で立上げる。

１０．制御盤 配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けなくともよい。

各
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

表１「接地極一覧表」

共　同　接　地

Ａ　種　接　地

雷保護用接地
雷保護用接地

接地の種別

共　同　接　地

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）

構内交換機（陽極用）
本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測定用補助接地極

Ｄ　種　接　地
Ｃ　種　接　地
Ｂ　種　接　地

防犯装置用

避雷器用（モデム用）

漏電遮断器回路

アンテナ保安器

記　　　号

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ Ｈ
Ｌ Ｌ
Ｏ

Ｄ ｔ

Ｌ ｔ

ｔ
Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ
Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ
Ｅ ＥＡ

ＥＭ Ｄ
　１０Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下

　１０Ω以下

　１０Ω以下
　　　Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下
　　　Ω以下
接地抵抗値

　１０Ω以下ＥＤ
ＥＬＨ

１００Ω以下１００Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　　　Ω以下

Ｅ E L ５００Ω以下
　１０Ω以下

ＥＬ ｔ １００Ω以下１００Ω以下
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量
ＥＰ×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

分　電　盤

ｽｲｯﾁ(一 般 )

機　　　　　器

積算用計器

表２「機器取付高さ」

引込開閉器

ｽｲｯﾁ(自 動 ド ア )

共
通

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(和 室 )
ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(一 般 )
ｽｲ ｯﾁ(和 室 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(台 上 )

電
　
　
　
　
　
　
灯

ﾌ ﾞﾗ ｹｯ ﾄ(一 般 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(厨 房 )
ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(車 庫 )
ｺﾝｾﾝﾄ(機 械 室 )

ﾌ ﾞﾗ ｹｯ ﾄ(踊 場 )
ﾌ ﾞﾗ ｹｯ ﾄ(鏡 上 )

ｺﾝ ｾﾝ ﾄ(屋 外 )

測　　点

鏡上端～中心

地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

　　窓中心
床上～中心

床上～中心

1,0 0 0～ 1, 3 0 0

2 , 0 0 0～ 2, 5 0 0
2 , 1 0 0～ 2, 3 0 0

　 　 150

　 1, 30 0
　 80 0～ 1,0 00

　 500～ 1, 00 0

　 1, 30 0

　 1, 20 0

15 0～ 20 0
　 　 150
　 　 300

　 　 1,500

1 , 8 0 0～ 2, 0 0 0

(上限1,900以下)

1 , 8 0 0～ 2, 2 0 0

　 1, 30 0

取 付 高 (mm)
地上～

壁掛形制御盤

制 御 用 ｽｲｯﾁ
開閉器箱

動
　
力

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱

接地端子箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心
　 1,30 0
　 1, 50 0

　 　 1,500
(上限1,900以下)

床上～下端 　 　 800

床上～中心

床上～中心 　 1,30 0

　 　 900、 400
(各 1個 )

床上～中心 　 　 500

廊下表示灯

呼 出 し ﾎﾞﾀﾝ

壁 付 ｲﾝﾀｰ ﾎﾝ

ｺﾝｾﾝﾄ(車 椅 子 用 )
ｽｲｯﾁ(車 椅 子 用 )

誘
導
支
援
等

(多 機 能 ﾄｲﾚ用 )

(玄関子機)

(復 旧 ﾎﾞﾀﾝ付 )

壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(親 機 )

　　と協議する。

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　 1,30 0

　 1, 10 0

　 1, 10 0

　 　 900

端 子盤 (EPSな ど )

端子盤(廊下,室内)

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(和 室 ) 床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心
　 　 150
　 　 300

　 1,5 00
　 　 300

集合保安器箱 天井～上端 　 　 200
電
　
　
　
話壁付電話機 床上～中心 　 1,3 00

機　　　　　器 測　　点 取 付 高 (mm)

(上限1,900以下)

壁 付 ｱｯ ﾃﾈｰﾀ
壁 付 形 ｽﾋﾟｰｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付 押 ﾎﾞﾀﾝ(一 般 )

壁付発信機
情報表示盤

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心 　 1,3 00

　 2,3 00
　 1,3 00

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心 　 1,3 00

天井高×0.9
天井高×0.9

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 　 1,4 00床上～中心イ
ン
タ
｜

表
示
等

時
計
拡
声

天井高×0.9

　 　 1,500
(上端1,900以下)

ホ
ン

天井～上端 　 　 200機器収容箱

ﾃﾚﾋﾞ端 子 (一 般 )
ﾃﾚﾋﾞ端 子 (和 室 )

機器収容箱

受　信　機
副受信機

床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

　 800～ 1,5 00

　 　 150
　 　 300

　 80 0～ 1,5 00
　 80 0～ 1,5 00

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(一 般 ) 床上～中心

床上～中心 　 1,3 00
　 1,3 00

　 1,5 00床上～中心機 器収 容 箱 (EPS)

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約 1,3 50

火
災
報
知

テ
レ
ビ (上限1,900以下)

都 市 ｶﾞｽ用 (重 質 )
都 市 ｶﾞｽ用 (軽 質 )
液化 石 油 ｶﾞｽ用

発　信　機
表　示　灯
警 報 ﾍﾞﾙ

床上～上端 　 　 300
天井～上端
床上～上端 　 　 300

　 　 150

床上～操作部

床上～中心
床上～中心

　 2,3 00
　 2,1 00

　 80 0～ 1,5 00

ガ
ス
漏
れ

　
検
知
器

※

　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事特記仕様書

の １ Ｐ サ イ ズ (100V2P1E ,200V2P2E)と す る 。

　 接 地 極 の 種 別 は 下 記 を 標 準 と し EBの 長 さ は 1,500mmと す る 。 た だ し 、 D=10は 1,000mm、 W=30は 1,200mm

注）天井高3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員

加賀沢加賀沢 藤本
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訂正 工事名
設　　　計

１級建築士登録第

加　賀　沢　香

３２８６４０ 号

株式会社

２５７１－００

Ｒ８ . ３

七戸養護学校太陽光発電設備移設工事

NS

Ｅ－０２
工事区分表

補強を要しない型枠材及び取付け

躯 体 関 係

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考

工 事 区 分 表（他工事との取合い等） ※複数箇所に○印がある場合は、それぞれ必要とする工事で実施する。区分は○印を適用する。 Ａ：建築工事　　Ｅ：電気設備工事　　Ｍ：機械設備工事　　ＥＶ：エレベーター設備工事

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項 目 備 考

貫通孔のスリーブ材及び取付け１．ＲＣ造
　（梁・壁・床）の
　貫通孔・開口部 補強を要する型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

屋内の基礎

（設備設計図に記入のあるもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない

機器取付け用アンカー・架台

屋内受水タンク用の基礎

太陽電池アレイ用架台（支持金物）

（建築設計図に記入のあるもの）

機械室・昇降路の躯体

機械室の床開口

機器室の床配管ピット・ふた

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室・昇降路内換気設備

巻上機周囲のチェッカープレート敷

昇降路内ピット防水・集水桝

点検用タラップ

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

昇降路がＳ造の時の出入口扉・三方枠

出入口扉・三方枠及び幕板

出入口扉・三方枠及び幕板の各補強鉄骨

昇降路の中間ビーム、ブラケット、

昇降路がＳ造の時の中間ビーム及び

（フックを含む）

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの

点検用コンセント・煙感知器

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤から

監視カメラ用の監視装置からＥＶ警報盤

保守遠隔監視用（電話回線）の配管工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの

ＥＶ制御盤からＥＶ監視盤又は

屋内の基礎

軽微なもの

及び幕板の固定用鋼材

レールブラケット支持柱、他昇降路内の
鋼製部材一式

ブラケットの受けピース

機械室大梁又は昇降路内にフックの取付

壁開口

ＥＶ制御盤までの動力・照明用電源、
アース、火災時管制運転用信号、
非常用発電時管制運転用信号、
拡声設備（館内放送用）配管・配線工事

エレベーター内監視カメラまでの
配管・配線工事

又はＥＶ監視装置までの配管・配線工事

ＥＶ警報盤又はＥＶ監視盤までの

緊急地震速報受信用の配管工事

警報盤までの制御及びインターホンの
配管・配線工事

配管・配線工事
動力計測用電力計から自動制御盤までの

２．Ｓ・ＳＲＣ造の
　梁貫通孔

３．設備機器の基礎

４．昇降機関連

４．昇降機関連
　（続き）

５．その他 トラフ・ピット類（湧水・汚水）

タラップ等

雷保護設備・同接地工事

ＡＬＣ板の壁開口・補強

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

フリーアクセスフロア内の防水堤

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

ＲＣ造各種水槽

同上用防水・ふた・マンホール

仕 上 げ 関 係

１．計量鉄骨
　天井下地・壁下地

補強を要するボードの切り込み及び

補強を要しないボードの切り込み

開口部の墨出し

下地の補強

２．可動間仕切り 切込み及び補強

位置ボックス

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用３．つりボルト
　及びインサート

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ４．外壁まわり

ウエザーカバー、ベントキャップ

換気扇（取付枠共）

サッシパネル開口

（シール共）

５．湯沸室まわり 流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

フード（標準詳細図のもの、シール共）

ミニキッチン（照明、水栓含む）

６．浴室まわり 浴室ユニット、複合浴室ユニット、

既製浴槽（ふたを含む）

浴室及び便所の床排水金物

シャワーユニット

７．便所まわり 洗面カウンター

鏡（規格寸法のみ）

衛生器具ユニット

手すり、背もたれ

８．事務室まわり ファンコイルカバー

家具組み込みの洗面器

９．フリーアクセス コンセント

床パネルの切り込み加工
　フロア

１ ０．自 動扉
　電動シャッター

防火戸の自動開閉装置

上部電動シャッター本体・制御盤　まわり

排煙窓本体・自動開閉装置

防煙たれ壁本体・駆動装置

上部電動シャッター、排煙窓及び

自動扉の本体・駆動装置・検出装置

自動扉の手元電源スイッチ

電気錠の本体、扉内配線

電気錠の扉までの配管及び配線

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の

自動扉・電動シャッターからセンサー

自動扉・電動シャッター本体までの

手動開閉装置・ヒューズ装置

防煙たれ壁連動制御装置の感知器

（センサー）

切り込み補強及びドアクローザー、
フロアヒンジ

（附属スイッチ）への配管・配線工事

配管・配線

１１．その他 ２重ピット及びトレンチの

機器搬入用フック、ビーム

チェーンブロック

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

点検口（天井・床下）

マンホールふた

排煙口等の天井仕上材の取付け

消火器ＢＯＸ設置工事

誘導標識（誘導灯を除く）

くつふきマット・玄関マット・自動扉

くつ洗い流し部排水金物・排水管

ルーフドレン

雨水流入配管

雨水利用設備集水管

屋上緑化

ポンプ及びポンプアップ配管

煙突底部排水目皿・排水管

マット部床排水金物（目皿共）・排水管

屋 外 排 水 設 備 ・ 外 構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

マンホールの化粧上ふたの表面仕上げ

雨水公設桝

２．雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

ハンドホールの化粧用上ふたの

排水公設桝

　電力・通信

マンホールの化粧用上ふたの表面仕上げ

表面仕上げ

３．植栽 植栽及び客土

４．ユニット形 タンク室の躯体
　浄化槽

タンク室の砂充てん

上記以外のユニット形浄化槽本体
配管及び据付等

５．屋外オイル タンク室の躯体
　タンク

タンク室の砂充てん

上記以外のオイルタンク本体
配管及び据付等

配管トレンチ及びふた

６．その他 駐車場ガソリントラップ（ＲＣ造）

屋外キュービクルフェンス（扉・錠共）

電 気 配 線 配 管

機器附属の制御盤以降の２次側配管配線

１次側電源供給配管配線（接地線共）

自動制御盤と動力盤との

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

防煙ダンパに至る配管配線

アース用配管配線

渡り電源・信号・アース用配管配線

ＡＣＰマルチ形屋内機の電源

機器・電極棒用の電源配管配線

信号線の配管・配線

（接地線共）

機器附属の制御盤への

電源供給の渡り配管配線（接地線共）

煙感知器から連動制御盤を経て

注油口内アース端子からの

ＡＣＰ屋外機と屋内機の

アース用配管配線

消火栓ポンプ始動装置の電源、
屋内消火栓ポンプ制御盤から

ＡとＥの区分は図示

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

監視カメラ含む

電気設備のモニタ装置
に映像を表示する場合

その他はＭ

洗面器はＭ

規格外はＡ

衛生器具ユニット

ＥＶ用フック含む

の場合はＭ

切り込みはＡ

排煙口はＭ

電動遮断弁以降はＭ

屋上緑化用灌水装置

公共下水道が

公共下水道が

電極棒はＭ

までの配管はＭ

分流式の場合

合流式の場合

　この工事区分表は、建築工事（Ａ）、電気設備工事（Ｅ）、機械設備工事（Ｍ）、エレベーター設備工事（ＥＶ）といった施工上密接に関連する各工事において、

材料や作業がどの工事に含まれているかを明確にするために共通事項として添付しているものである。よって、本工事の設計図書に記載されていない、工事範囲外

の項目も含んでおり、本工事の具体の工事内容を示すものではないことに留意すること。

加賀沢加賀沢 藤本



検印 担当主任担当 担当
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保健室

(KBM)
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4 1 . 9 5
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A S
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水

弁

止
水
弁

水
栓

水
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4 3 . 2 9
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4 3 . 7 3

4 3 . 6 0
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制
水
弁

U240
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止
水
弁
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CO

T1

T10 AA

T 10AAA

T10 AAB

７
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９
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4 0 . 8 9
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止
水
弁

排水

T1 0A
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4 3 . 5 9

４
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1
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蓋

240

T3

4 4 . 0 6

上
げ

蓋
240
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５

4 3 . 6 6
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4 3 . 5 74 3 . 9 3

4 3 . 8 5

4 3 . 8 6
U300-240

U300-240

17
24

4 3 . 5 7 4 4 . 0 2

4 3 . 8 4

4 2 . 8 8

4 3 . 5 3U300-240
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4 4 . 3 2

4 2 . 6 7

4 3 . 5 8 U240小屋4 3 . 5 4

4 3 . 6 8

4 3 . 7 6

4 2 . 8 2

4 3 . 9 3

4 4 . 0 3

4 3 . 3 7

4 0 . 8 0

4 4.41

57-33

4 3 . 7 8

4 0 . 5 0T9
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58-19

水 -179

3 9 . 7 4
58-20

4 0 . 1 8

58-17
58-25
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43.1 1
4 3 . 1 3
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4 3 . 0 4
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4 2 . 8 8
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4 2 . 8 3
4 2 . 7 4

42 .81

4 2 . 3 0

4 2 . 9 74 2 . 2 6

4 2 . 8 8
4 1 . 9 9

4 2 . 1 0

4 2 . 5 8

4 2 . 4 7

4 3.1 14 2 . 3 4

4 3 . 1 4
4 2 . 3 4

4 3 . 2 2
4 2 . 4 2

4 3 . 3 64 3 . 3 5

4 3 . 6 6

4 4 . 5 6

落蓋240

VS300

落
蓋

3 0 0

石
杭

散
水

弁

VU300

旗

T4

T5

58-16

58-15

58-12
58-22

58-7

58-5

4 3 . 2 5

物置

4 4 . 5 9

4 3 . 8 1

71-11

4 2 . 2 8

BF300

39-4

39-9

39-13

4 2 . 6 6

42. 71

4 2 . 3 5

BF300

落
蓋
300

散
水
弁

3No3

39-8

39-17

39-16

39-14

東屋

4 2 . 0 6

71-3

58-24

58-13

71-4

37-3

37-5

BF300

T6

39-12

3 9 . 7 9

T8

4 3 . 0 2

4 2 . 9 0

58-3

37-2

39-10

39-11

4 3 . 1 7

4 3 . 2 6

水 - 235

4 3 . 3 0

既設フェンス

階段新設

3 9 . 9 0

水 -287

58-26

フェンス新設

4 0.0 1

4 0 . 2 0 4 0 . 2 0

散
水

弁

階段

58-27

旗

4 3 . 5 2

4 3 . 7 8

4 4 . 4 8

4 4 . 1 6

44. 61

AS

4 4 . 7 0
AS

4 4 . 4 3

4 4 . 0 5

T2

4 4 . 3 8

4 3 . 4 8

落
蓋

240

電
柱

4 3 . 7 3

組合240

電
柱

電
柱

4 3 . 4 3 量水器
電柱

小屋
小屋

小屋

4 2 . 9 5

57-43

つつじ畑

普通教室棟（北校舎）

特別教室棟

発電機室

変電設備

車寄

小屋

小屋

鉄塔

VH

VH

小屋

小屋

小屋

小屋

便所

給食施設棟

渡廊下２
※耐火

屋体棟普通教室棟（南校舎）

渡廊下１
※耐火

管理棟

２

普通教室棟（中央校舎）
時

計

街
灯

街
灯

4 3 . 4 3

4 3 . 7 3

4 3 . 6 8

照
明

4 3 . 0 7

案　内　図

七戸小

至 十和田市

七戸病院

十和田観光電鉄

七戸城跡

天王神社

七戸庁舎

青森県上北郡七戸町字蛇坂57-31

七戸職業能力

開発校

城北保育園

七戸体育館

七戸武道館

国
道

４
号

線

国道394
号線

七戸警察署

七戸広域消防

道の駅

しちのへ

至 .青 森 市

加賀沢加賀沢 藤本

1 FL ＝ 4 4. 6 10

1 F L＝ 44 .6 1 0

普通教室棟

23

配　置　図　　　S=1/500

増築普通教室棟

パワコン

真北



渡廊下２

渡廊下１

中庭

車寄せ

西校舎

屋体棟

南校舎

中庭

非常用発電機室棟　

便所

昇降口

更衣室

普通教室 普通教室

普通教室 普通教室 教材室

便所
サーバー室

普通教室 教官相談室

機械室

教材室

校長室事務室

便所

便所 職員室

機械室

昇降口

会議室

印刷室

普通教室 便所 普通教室 普通教室 便所 普通教室 普通教室
行動観察室

テスト室兼
言語指導室

パソコンルーム
EV

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

普通教室
男子
便所

職員室
女子
便所

通路 男子
便所

女子
更衣室

男子更衣室身障者
便所

EV

女子
便所

水飲場

機械室

出口

倉庫①

作業棟

入口

中央校舎

渡廊下３

給食施設棟

保健室

更衣室

階段

オイルタンク

フェンス
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Ｅ－０４
構内配電線路図

露出配管

備　考

プルボックス（新設）

既存LS盤

コンクリート柱

ケーブル埋設標（鉄製）

名称･仕様

天井ころがし配線

地中埋設配管

架空配線 地盤面＋5.0ｍ

防火区画貫通部は耐火処理すること。

凡　例

記　号

特記なき配管配線は下記による｡

EM-IE　5.5゜ｘ1 (G16)5.5゜

EM-CE 5.5°-3C　E2.0 (GLT28)

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2 (GLT36)

EM-CE 14°-2C (GLT28)

EM-CE 38°-2C
A’

A

配線リスト

パワコン～LS盤

パワコン～既設キュービクル

パワコン～接続箱

接続箱～パワコン

備　考

装柱材

CP-1

CP-2

CP-3

10m-19cm-3.5KN

10m-19cm-3.5KN

10m-19cm-3.5KN

CP-4 10m-19cm-3.5KN

10m-19cm-3.5KNCP-5

1.2ｍ

1.2ｍ

1.2ｍ

1.2ｍ

1.2ｍ

コンクリート
柱番号

仕　　様 根　枷
ガード付き

支線　38°

掘削部断面参考図

ａ

ダブル　Ｗ＝１５０

ケーブル埋設シート：ポリエチレンクロス

ＦＥＰ５０

（注記）

砂利敷

発生土
埋戻し

路盤
RC-40

ＧＬ

（１）特記無き地中配管埋設深さはＧＬ－６００以上とする。

（２）地中配管へはケーブル埋設シート敷設とする。

（３）管路埋設部等の掘削・アスファルトカット再舗装・砕石の取り除き再施工は別途

　　　建築工事とする。　

（立上り保護 G42 → 埋設配管 FEP50）

(架空)DV　38゜-2R

EM-CE　38゜-2C (G42)

P.B400ｘ300ｘ300(SUS、WP)

P.B300ｘ300ｘ300(SUS、WP)

電
柱

量水器

電
柱

既存受変電設備

A

パワコン

S=1：200(A1)構　内　配　電　線　路　図

真北

（注記）再取付時

既存太陽光発電設備の工事範囲は以下の通りとする。

・接続箱～パワコンに至る配線ルート：本工事

・既存太陽電池パネル・接続箱の再取付：本工事

　立上げ含むシステム復旧：本工事

・パネル用架台・基礎新設：別途工事

・周囲フェンス・基礎新設：別途工事

16660

4段10列　計40枚
265Wｘ40枚＝10600W

接続箱

CP-1

EC

太陽光パネル太陽光パネル

A’
ａ

5.5゜

2
8
3
2

CP-3

CP-4

CP-5

壁面引込金物

ボックス内で既存ケーブル（EM-CE14sq-2C）と接続する。

LS盤

CP-2

・再接続での点検、動作確認、計測装置（DT-Lite）

既存P.B400ｘ400ｘ200(SUS、WP) → P.B400ｘ400ｘ400(SUS、WP)へ変更

加賀沢加賀沢 藤本

6
0
0
以

上

500

7
0

1
5
0
5
0

4
0
0
以

上
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幹線設備系統図

名称･仕様 備　考記　号

露出配管

天井ころがし配線

地中埋設配管

架空配線 地盤面＋5.0ｍ

(GLT16)EM-IE　5.5゜ｘ1
5.5゜

特記なき配管配線は下記による｡ 備　考

記　号

凡　例

名称･仕様 備　考

LS盤

プルボックス（新設）

Ｈ
ハンドホール

：既設

コンクリート柱

配線リスト

EM-CE 5.5゜-3C

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2

EM-CE 5.5゜-3C

EM-CE 14゜-2C

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2

EM-CE 5.5゜-3C

EM-CE 14゜-2C

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2

パワコン～LS盤

パワコン～既設キュービクル

パワコン～LS盤

パワコン～接続箱

パワコン～LS盤

パワコン～接続箱

パワコン～既設キュービクル

パワコン～既設キュービクル

(GLT28)

(GLT36)

(天井ころがし)

(GLT28)

(天井ころがし)

(天井ころがし)

(天井ころがし)

(天井ころがし)

A

B

C

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2 (VE36)

EM-CEE-S 2°-2Cｘ2 (天井ころがし) パワコン～既設キュービクル

パワコン～既設キュービクル

D

E

接続箱～パワコン

DV　38°-2R　　　　　　　（架空） 接続箱～パワコン

EM-CE　38°-2C　　　　　　　（G42）

Ｈ

A B

C

機械室

既設動力盤1P-1

パワコン蓄電池

EC

5.5゜

EM-CE　14゜-3C (FEP30) 1P-1～パワコン

600×600×400

600×600×400
E

D

既設キュービクル

LS盤

EM-CE　14゜-3C (E31) 1P-1～パワコン

200×200×100(WP、SUS)

CP-1

太陽光パネル

接続箱

CP-3

CP-4

CP-5

CP-2

加賀沢加賀沢 藤本

※今回工事範囲

P.B300×300×300（SUS WP）

中央校舎

南校舎

※ボックス内で既存ケーブル（EM-CE14sq-2C）と接続する。P.B400×300×300（SUS WP）

5.5°

EC

（注記）再取付時

既存太陽光発電設備の工事範囲は以下の通りとする。

・接続箱～パワコンに至る配線ルート：本工事

・既存太陽電池パネル・接続箱の再取付：本工事

　立上げ含むシステム復旧：本工事

・パネル用架台・基礎新設：別途工事

・周囲フェンス・基礎新設：別途工事

既存プルボックス400×400×200（SUS WP）
→プルボックス400×400×400（SUS WP）へ変更

・再接続での点検、動作確認、計測装置（DT-Lite）

幹　線　設　備　系　統　図

西校舎

渡り廊下

渡り廊下



渡廊下１

渡廊下３

中庭

車寄せ

西校舎

屋体棟

南校舎

中庭

非常用発電機室棟　

キュービクル

オイルタンク

便所

昇降口

更衣室

普通教室 普通教室

普通教室 普通教室 教材室

便所
サーバー室

普通教室
教官相談室

機械室

教材室

校長室

便所 職員室

機械室

昇降口

会議室

普通教室 便所 普通教室 普通教室 便所
行動観察室

テスト室兼
言語指導室

パソコンルーム
EV

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

普通教室
男子
便所

職員室

機械室

女子
便所

通路 男子
便所

女子
更衣室

男子更衣室身障者
便所

EV

女子
便所

水飲場

Ｎ

事務室

保健室

中央校舎

便所
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電灯・コンセント設備図

記　号

凡　例

名称･仕様 備　考

埋込スイッチ

1P15A(メタルモールボックス)

H=1300

埋込コンセント(赤色)

2P1E15A×2(メタルモールボックス)2E

H=300

LS盤

照明器具（既設）

H=1500

防火区画貫通部は耐火処理すること。

LED照明

防火区画貫通部

防火区画貫通処理（短管処理E31)

備　考特記なき配管配線は下記による｡

天井ころがしEM-EEF　2.0-3C(1芯接地)

天井ころがしEM-EEF　1.6-3C(1芯接地)

EM-EEF　1.6-2C 天井ころがし 立上りMM-A保護

天井ころがし

立上りMM-A保護

立上りMM-A保護

照明器具姿図

1φ3W 200/100V

パワコンより

EM-CE　5.5゜-3C　E2.0

3

5

2

4

1

校長室
コンセント コンセント

電灯 電灯

A　　相　　計 B　　相　　計

ET

校長室・事務室 廊下

事務室

WL

MCCB 3P

100

230

430

60

テレビブースター100

243

6
保健室
電灯・コンセント

50AF/30AT

280

583
MCCB 2P 30AF/20AT 追加

LS盤

A LSS1-4-30LN

(鋼板製露出型)(1Pサイズ協約型)

MCCB 2P 30AF/20AT ×6

EM-CE　5.5゜-3C　　　　天井ころがし LS盤～保健室

6

LS盤

2E

2E

A

A

既設配管利用

既設配管利用

既設配管利用

加賀沢加賀沢 藤本

電　灯　設　備　図　 S=1:200(A1)


